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➢ 国名：キルギス共和国（「キルギスタン」も準用）

➢ 国旗：赤地はキルギス国民の勇気を、
金色はボズ・ウイ(遊牧民の移動式住居)の天窓部分と４０の
太陽の光芒を示す。

➢ 国歌：「進め、キルギス国民よ」(１９９２年１２月１８日採択)

➢ 人口：７３０万人(２０２５年、国連人口基金)

➢ 首都：ビシュケク市(札幌市と同緯度)

➢ 主要都市人口：ビシュケク市(１１６．５万人)、オシュ市(３６．
１万人)(２０２４年１月)

➢ 男性平均寿命：６８．２歳（２０２３年）

➢ 女性平均寿命：７６．５歳（２０２３年）

➢ 人口増加率：１．７％(２０２４年)

➢ 通貨：ソム（１９９２年２月導入。 １ＵＳ＄＝８７．４５ソ
ム〔２０２５年７月９日〕国立銀行）

➢ ＧＤＰ：１９８．５億ドル（２０２５年４月、ＩＭＦ）

➢ 国民一人当たりＧＤＰ：２７４６ドル（２０２５年４月、ＩＭ
Ｆ）

➢ 主な宗教：イスラム教スンニ派が多数を占める。憲
法上は政教分離。

➢ 日本との時差：－３時間（夏時間なし）
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➢ 面積：１９万８５００平方㎞(日本の約半分)

➢ 位置：ユーラシア大陸中央部、北緯３９～４３度の間、日本の北
海道から東北地方北半分と同緯度。首都ビシュケクは札幌とほ
ぼ同緯度。
北はカザフスタン、西はウズベキスタン、南西はタジキスタン、東
は中国新彊ウイグル自治区と接する。

➢ 地勢：国土の大部分を天山山脈とその支脈アラトー山脈が占め
る山岳国家（約９０％が標高１５００m以上、うち４０％以上が３０
００m以上）。天山山脈の最高峰ポベーダ（勝利）峰（標高７４３９
m）の山脈を通ってナリン川（シル川の上流）、タラス川、チュイ川
が西に流れており、豊かな水資源がある。厳しい地形・気候から、
国土に占める農地（７％）、森林（４％）の割合は少ない。キルギ
ス北東部には、琵琶湖の約９倍（６２０６平方km）のイシク・クリ湖
（流入河川のみの塩水湖。冬も凍結しない）がある。

➢ 気候：大陸性気候で、首都ビシュケクの７月の最高気温は３８度、
最低気温は１２．５度、１月には氷点下２５度まで達することがあ
る。国土全般で降水量は少なく、年間降水量は約４００ミリ程度。
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１ 政治動向

(c)在キルギス日本国大使館 Copyright(c) 2025 Embassy of Japan in the Kyrgyz Republic. All rights reserved.



【政体】大統領制 【元首】大統領（任期５年、２期まで再選可能）
【議会】一院制（定員９０名、任期５年）

サディル・ジャパロフ大統領

（２０２１年１月２８日就任）

１－１ 政治体制
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➢ ２０２１年１月１０日に実施された大統領選挙において、ジャパロフ候補が正式に大統領に選出されるとともに、同
日実施された国の統治体制（大統領制か議会制か）を問う国民投票で「大統領制」が採択。１月２８日、ジャパロフ
が大統領就任。

➢ 同年４月１１日に憲法改正に係る国民投票が実施され、新憲法草案が承認され、５月５日に新憲法施行。新憲法で
は、従前の議会制から大統領制に移行。大統領府に内閣を統合し、行政府の権限を一元化。

➢ 同年８月２７日、ジャパロフ大統領が「『選挙』に関する憲法法律の改正に関する」憲法法律に署名し、施行。議員
定数９０名の比例代表・選挙区併立制（比例代表：５４名、選挙区：３６名）。（従前は議員定数１２０名の比例代表
制。）（注：２０２５年、選挙法が更に改正され、定数３の選挙区３０からなる中選挙区制に改められた。詳細は１－９
御参照。）

➢ 同年１０月１３日、ジャパロフ大統領が新閣僚の任命に関する大統領令に署名し、アキルベク・ジャパロフ内閣副議
長兼経済・財務大臣を内閣議長とする新内閣が発足。

➢ 同年１１月２８日に、２０２０年１０月より延期されていた第７会期共和国議会選挙の再選挙が実施された。
➢ ２０２４年１２月、２０２１年１０月より内閣議長兼大統領府長官を務めたアキルベク・ジャパロフが辞任し、カスィマリ
エフ内閣第一副議長が内閣議長兼大統領府長官に就任。



行政府

・年次活動報告
・議会の臨時招集
・法案提出、可決法案
の差戻し、法案署名

大統領（国家元首）：サディル・ジャパロフ
【資格】 
・任期５年、３５歳以上、３選禁止
【主要権限】
・行政府の長（政府活動の結果に対する責任）
・共和国軍最高司令官
・安全保障会議の設置及び議長、国務長官の任免
・大統領府の設置（長官は内閣議長が兼任）
・国際条約の交渉及び署名
・国民投票の発議
・議会に対する中央銀行総裁候補の提案

立法府

議長：ヌルランベク・トゥルグンベク・ウウル
・副議長４名、８つの専門委員会

【議会制度】

・一院制、９０議席、任期５年

・選出方法：比例代表制（５４議席）

小選挙区制（３６議席）

【主要権限】

・法案の発議及び可決（議員総数の半数以上、憲法法律の場合は2/3以上の賛
成が必要）、国際条約の批准・廃棄、予算承認、国民投票の発議
・大統領による閣僚、憲法裁判所及び最高裁判所長官、検事総長任命の承認、

中央選挙・国民投票管理委員会及び会計検査院委員の選出、大統領の提案に

基づく中央銀行総裁の選出

・大統領選挙の実施決定

・議員総数2/3以上の賛成により議会解散（大統領に解散権はなし）

大統領選挙 議会議員選挙

共和国議会
（正式名称：ジョゴルク・ケネシュ）

内閣

【構成】
議長兼大統領府長官：アディルベク・カスィマリエフ
第一副議長、副議長、各閣僚

・内閣構成及び閣僚の任免
・検事総長の任免
（※議会の同意が必要）

【主要権限】
・内閣活動の大統領に対する責任
・法令（憲法法律、法律、大統領令）の執行、政
策の策定及び実施
・共和国予算編成
・法案提出（議長権限、大統領も法案提出権を有
する）

※タシエフ・カムチベク内閣副議長は、国家保安委員会

議長を兼任。

地方自治体の長
の任免

【構成】
・２特別市（ビシュケ
ク市・オシュ市）
・７州（チュイ州、イ
シク・クリ州、ナリン
州、タラス州、オシュ
州、ジャララバード州、
バトケン州）

【主要権限】
・行政区域内の行政権
・地方予算編成

地方自治体

大統領弾劾

予算執行に関する
年次報告（内閣）

司法府

憲法裁判所長官：エミル・オスコンバエフ
最高裁判所長官：メデルベク・サティエフ

【主要権限】
・憲法裁判所：憲法解釈、未発効条約の合憲判断、大統領弾劾決議の審査
・最高裁判所：司法の最高機関、法案提出（所管事項のみ）

憲法裁判所及び
最高裁判所裁判官の任命

司法評議会の提案
に基づき、裁判官候
補を議会に提案、両
裁判所長官を任命

法令・未発効の
国際条約審査

国家機関の権能に
関する紛争の調停
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１－２ キルギスの国家機構
有権者数：約３８５万人（人口約７０３万人）

法案発議：有権者１万人以上 国民投票発議：有権者３０万人以上

地方自治体の長の任免

キルギス共和国憲法に基づき作成

大統領府
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長期戦略

「国家発展戦略２０１８ー２０４０」
中期戦略

「２０３０年までの国家開発プログラム」

１－３ キルギス政府の主要政策

目次
1. 将来像と発展目標
2. 人・家族・社会
3. 経済発展とその環境整備
4. 国家統治
5. 2023年までの優先事項
6. 中期段階の初期的取り組み
7. 発展の管理体制

目次
1. 序章
2. 精神的危機対策
3. 現状と成果
4. プログラムの目標
5. 発展の方向性
6. 中小企業支援
7. 金融市場の発展

【国家戦略文書】
●２０１８年１０月、ジェエンベコフ前大統領は、アタムバエフ政権時代の「２０１２ー２０１７年持続可能な発展戦略」の後継戦略と
して「キルギス国家発展戦略２０１８ー２０４０」に署名。
●２０２１年１１月、ジャパロフ大統領は、前政権の長期ビジョンを共有しつつ、その枠組みで中期戦略「２０２６年までの国家発展計
画」を策定。２０２２年１月には、ジャパロフ内閣が本計画にかかる「アクションプラン」を採択。
●２０２５年６月、「２０２６年までの国家発展計画」の主要な数値目標が既に達成されたとして、新たに「２０３０年までの国家開発
プログラム」が策定され、ジャパロフ大統領が署名。

• 人・家族・社会の発展（質の高い教育、保健医療、青年政策、
家族基盤の強化。文化振興、民主主義国家における宗教のあ
り方）

• 経済発展とその環境整備
• 良質なビジネス環境と質の高いインフラ整備を実現
• 優先的な成長分野として農業、軽工業、観光業を振興
• 環境保全・気候変動対策との両立

• 国家統治
• 国家権力の均衡、法の支配、地方自治の発展
• 安全保障、プラグマティズムに基づく外交政策
• 国のデジタル化に向けた「タザ・コーム」計画

• 戦略実現のための管理・モニタリング体制

• 現在の状況とこれまでの成果
• ２０２１～２４年の経済成長率は平均８％、

インフレ率は低下傾向。財政部門は健全化し、
歳入は倍増、外貨建て債務は大幅に減少。

• 外国直接投資も増加傾向。産業部門、特に製
造業が成長を牽引。運輸・物流、農業（畜産、
植物生産）、食品加工産業、観光、電力部門
も好調。

• 社会部門では、平均寿命の増加、乳幼児死亡
率の低下などが見られるが、貧困率や医療
サービスへのアクセスに関する課題は残存。

◆文書で定められた発展の主要な方向
➀工業化
②地域ハブ化
③農業・観光
④グリーンエネルギー

8. デジタル化
9. 社会開発
10.国家行政改革
11.法制度の発展
12.外交政策と国家安全保障
13.気候変動への対応
14.プログラム実施管理

※「２０２６年までの国家発展計
画」で掲げられている数値目標は、
以下のとおり。
・実質ＧＤＰ平均成長率年５％
・一人当たりＧＤＰ１５００ドル

• 数値目標
• 1人当たりＧＤＰ４５００ドル
• ＧＤＰ総額３００億ドル以上
• 実質ＧＤＰ平均成長率年８％。



アタ・ジュルト（祖国）＝キルギスタン党
与党第１党、１９議席

• 党首：アイベク・マトケリモフ（南部オシュ州出
身）

• 親政権派。タシエフ国家保安委員長が設立し
た「アタ・ジュルト」党とは別政党であるとしつ
つも、同委員長との協力を認めている

• 候補者は「アタ・ジュルト」党や、ジャパロフ大
統領及び委員長が設立した「メケンチル（愛国
者）」党にかつて所属した者が散見される

ブトゥン（統一）・キルギスタン党
野党第２党、５議席

• 党首：アダハーン・マドゥマロフ
• 北部に支持基盤を持つ、民族右派政

党。無効となった２０２０年議会選挙
において唯一議席を獲得した野党

インティマク（調和）党
与党第３党、９議席

• 党首：マルレン・ママタリエ
フ（ママタリエフ元国家人
事局長官の息子）

• 党首をはじめとして、ジェ
エンベコフ前大統領派の
政党に所属していたもの
の、宗旨変えした人物が
多く所属

アリヤンス（連盟）党
野党第１党、８議席

• 党首：ミルラン・ジェエンチョロフ及びジャナ
ル・アカエフ

• 西側諸国との関係を重視するリベラル派政
党

• ジェエンベコフ政権下で外相及び駐日大使
を務めたアイダルベコフ議員等、前政権の
与党出身者が多く所属

イマン・ヌル（信仰の光）党
野党第３党、５議席

• 党首：ヌルジギット・カディルベコ
フ（２０２４年８月に議員辞職した
ものの、党首として党に残ってい
る。元文化・情報・観光大臣、神
戸大学で修士号を取得）

• マニフェストに政治色薄く宗教・
道徳色が色濃い

イシェニム（信用）党

与党第２党、１２議席

• 党首：アザマット・ドロエフ（元ビ
シュケク市オクチャブルスキー
地区長官）

• 現政権を支持。政権及び有力政
治家の支援を受けていないとす
るも、ジャパロフ大統領の顧問
や、２０２１年１月大統領選挙に
おいて同大統領の選挙チームに
所属した人物らが出馬

現政権寄り

野党

キルギスの政党は、政策・
政治思想ではなく人間関
係・利権による結びつきが
強く、公式HPで政策すら
公表しない政党も存在。
また２０２１年共和国議会
選挙においては、ジェエン
ベコフ前政権時代の与党
議員が、ジャパロフ政権寄
りの政党から出馬する
ケースが散見された。

議会内勢力分布（定数90）

１－４ キルギスの主要政党
(２０２５年２月時点で共和国議会に議席を有する政党)

(c)在キルギス日本国大使館 Copyright(c) 2025 Embassy of Japan in the Kyrgyz Republic. All rights reserved.

アタ・ジュルト

＝キルギスタン

党、１９

イシェニム党、 

１２インティマク党、９

アリヤンス党

７

ブトゥン・キル

ギスタン党、６

イマン・ヌ

ル党、５

政党議席５８の他は、政党に属さないグ
ループから個人で出馬した議員の議席
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１－５ ２０２４年ビシュケク市議会選挙
（中央選挙・国民投票管理委員会に登録された政党一覧）

現政権寄り（５政党） 野党

• ジャヌ・クッチュ（新しい力）党
• エムゲック（労働）党
• アディレット（公正）党
• インティマク（調和）党
• エル・ウムトゥ（国民の期待）党
以上５政党が議席を獲得

• ウール・ジュルト（偉大な国民）党

• 社会民主主義者党：ビシュケク市議会選挙開始前
に登録簿から除外

その他地方議会選挙に参加した政党
• ブトゥン（統一）・キルギスタン党
• イマン・ヌル（信仰の光）党
• アタ・メケン（祖国）党
• 社会民主主義者党
• ウール・ジュルト（偉大な国民）党
• オルド（中心）党
• ジャ二・キルギスタン（新キルギス）党
• ムラス（遺産）党
• ビル・ボル（一つにあれ）党
• ミルデット（義務）党
• エル・ビリムディギ（国民の統一）党
• ビルゲ（一緒）党
• イシェニム（信用）党
• カルク・インティマギ（国民の調和）党
• ザマンダッシュ（同時代者）党
• パトリオット・インティマギ（愛国者の調和）党
• エル・アマン（国民の安全）党
• 共産主義者党
• メケンデッシュ（同胞）党
• アラ＝トー・キルギス・ジェリ（アラ＝トー・キルギスの土地）党
• 人民民主党
• タザ・コーム（純粋な社会）党
• ジャ二・ドール（新時代）党
• エルディク・キイミール（国民運動）党
• ジャシュタル（青少年）党
• ティンチュティック（平和）党
• エネルゲティック（電力技術者）党
• アク・ヌル・ケレチェック（純粋な光の将来）党
• タザ・ブラック（純粋な源）党
• アディレットゥー・キルギスタン（公平なキルギス）党
• アマナット（資産）党
https://shailoo.gov.kg/ru/17-noy-2024-g-vyb-dep-mestnyh-keneshej/spiski-kandidatov-politicheskih-partij-
zaregistrirovannyh-v-33-gorodskih-keneshah/

https://shailoo.gov.kg/ru/17-noy-2024-g-vyb-dep-mestnyh-keneshej/spiski-kandidatov-politicheskih-partij-zaregistrirovannyh-v-33-gorodskih-keneshah/
https://shailoo.gov.kg/ru/17-noy-2024-g-vyb-dep-mestnyh-keneshej/spiski-kandidatov-politicheskih-partij-zaregistrirovannyh-v-33-gorodskih-keneshah/


（１）未確定の国境線
●全国境線の５割強（全長９７１kmのうち５１９km）のみ画定（２００２年国境確定交渉開始）
●両国はそれぞれ自国に都合の良いソ連時代の地図に基づき国境線を解釈。

（２）水資源等を巡る問題
●国境地域の貴重な水資源「ゴロヴナヤ水路」を巡る諍いが今回の衝突の直接のきっかけ。
●タジキスタン飛び地ヴォルフ地区（面積約１３０㎢、人口約４万人）で人口増加により耕作地・
放牧地が不足し、事実上国境線が「膨張」。

（３）国内事情（バトケン州の劣悪な経済情勢）等
●貧困率：３２．６％（国内１位）（２０１９年）
●海外送金依存率：３４％（国内１位）
●失業率：８．２％（国内２位）（２０１９年）

１－６ ２０２１年キルギス・タジキスタン国境紛争
（キルギスの報道ぶりを基に作成）

１．主な原因

(c)在キルギス日本国大使館 Copyright(c) 2025 Embassy of Japan in the Kyrgyz Republic. All rights reserved.

ビシュケク市
カ ザ フ ス タ ン

タ ジ キ ス タ ン

ｶﾗﾊﾞﾙﾀ市

ﾄｸﾓｸ市
ﾊﾞﾙｨｸﾁ市

ｶﾗｺﾙ市

ナ リ ン 川

ﾁｮﾙﾎﾟﾝ･ｱﾀ市

ﾀﾗｽ市

ﾅﾘﾝ市

チュイ州

ナリン州

タラス州

イシク・クリ州

オシュ市

オシュ州
ﾊﾞﾄｹﾝ市

ｼﾞｬﾗﾗﾊﾞｰﾄﾞ市

ジャララバード州

タジキスタン領飛び地
ヴォルフ

コク・タシュ村

バトケン州

２．経緯

●２０２１年３月２６日、タシエフ国家保安委員会議長はタジキスタンとの国境問題解決に意欲を示
し、タジキスタン飛び地ヴォルフ地区と他地区との領土交換をタジキスタン側に提案。
●同３１日、ザリフィ・タジキスタン元外務大臣（元駐日大使）が自らのFacebook上で上記発言に反
発。また、４月９日、ラフモン・タジキスタン大統領がヴォルフ地区を訪問し「「ヴォルフはタジキスタ
ン領に残る。これまで同地区と他地域との交換に関する問題は無く、今後もあり得ない」旨発言。
●４月２８日夕刻、タジキスタン側がバトケン州コク・タシュ村にある「ゴロヴナヤ水路」の取水口に
監視カメラを設置したことをきっかけに双方住民同士の投石に発展し、発砲事件も発生。
●同２９日朝、同取水口地域で銃撃戦が発生し、午後にはタジキスタン国境警備隊が同州国境地
帯の１０以上の地区でも機関銃や迫撃砲、ヘリコプター等による攻撃を仕掛け、キルギス側も応
戦・報復攻撃を実施。深夜まで散発的な戦闘が継続し、双方に死傷者及び住宅等の破壊が発生。
●同３０日、ジャパロフ大統領がラフモン大統領と電話会談し、問題の平和的解決と国境画定に
関する交渉開始を合意。
●５月１日、タシエフ・ヤティモフ両国国家保安委員会議長が会談し、軍隊の完全撤退、国境画定
作業実施を合意。
●５月３日、キルギス最高検察庁は、同衝突をタジキスタンの軍事侵略行為として非難し、刑事捜
査開始を発表。

●２０２４年１２月に国境画定交渉が妥結。２０２５年３月に両国間の国境に関する条約が
署名され、同月に両国内で批准の手続が終了。

３．被害状況

（１）キルギス側
●死者：３６名
●負傷者：１５４名
●避難民：４万人以上

（２）タジキスタン側
●死者：１９名
●負傷者：８７名
●避難民：不明

●衝突が発生した地区



１ カント第９９９空軍基地（チュイ州カント市）
• ２００３年１０月２３日開設。
• 集団安全保障条約機構（ＣＳＴＯ）集団緊急展開軍支部であり、同機構加盟

国の領土及び空域の安全保障を担う。
• 当基地にはSu-25攻撃機、Mi-8輸送ヘリコプターが配備されている。

２ 第９５４対潜軍備試験基地「コイ・サリ」（イシク・クリ州カラコル市）
• ロシア海軍の魚雷の実験が行われている。

３ 第３３８通信拠点（チュイ州カラ・バルタ市）
• ロシア海軍本部からの通信を太平洋及びインド洋に所在する潜水艦及び水上艦に伝達。
• ロシア海軍本部の関心事項に対し、無線探査を行う。

４ 無線地震観測所（ジャララバード州マイル・スー市）
• 解体された無線地震実験所の観測機能だけが残っている。

５ 第１自動地震観測所（イシク・クリ州イチケ･スー村）
• ロシア国防省地震課の支部。世界の核兵器の実験と使用の監視、及び、地震の観測を行う。

２０１２年９月、上記１～４を包
括するロシア統合軍事基地協定を
締結。２０１７年１月発効。１５
年間の期限に加え、５年間の自動
延長を伴う。借料は年間約４５０
万ドル。
５は借料の代わりにキルギス国内
で発生した地震の発生時刻と震度
が情報提供されている。

５

４

(c)在キルギス日本国大使館 Copyright(c) 2025 Embassy of Japan in the Kyrgyz Republic. All rights reserved.

１－７ キルギス国内のロシア軍基地



●１０月４日、共和国議会選挙（第７会期）が実施され、ジェエ
ンベコフ政権寄りの３党が議会定員１２０議席のうち１０７議席
を獲得する結果となった。

●この結果を受け、「不正な選挙が行われた」とする疑念や選挙
結果に対する不満が噴出し、１０月５日、野党支持者を中心とす
る約６０００人の市民が選挙のやり直しを求めて集会を行う。

●１０月６日、デモ隊が収監中のジャパロフ元議員、アタムバエ
フ元大統領、イサコフ元首相等を解放。中央選挙・国民投票管理
委員会が４日の選挙結果を無効とする旨発表。議会臨時会合が召
集され、ジャパロフ氏が新首相に推薦される。

●１０月１０日、議会臨時会合にて全会一致でジャパロフ氏を新
首相として承認。

●１２月１１日、国の政治体制（大統領制か議会制か）を問う国
民投票実施法案が３回の読会を経て議会で可決され、２０２１年
１月１０日に大統領選挙と同時に政治体制を問う国民投票が実施
されることが決定。

１－８ ２０２０年議会選挙後からジャパロフ大統領誕生までの動き

２０２０年

(c)在キルギス日本国大使館 Copyright(c) 2025 Embassy of Japan in the Kyrgyz Republic. All rights reserved.

※詳細はアーカイブ資料「キルギス共和国独立後のクロノロジー」第２章を御参照ください。

●１月１０日、大統領選挙及び政治体制を問う国民投票（大統
領制／議会制）の実施。ジャパロフ候補が大統領に選出される
とともに、国の統治体制として大統領制が採択された。

●１月２８日、ジャパロフ候補が第６代キルギス大統領に就任。

●５月５日、ジャパロフ大統領が憲法改正案に署名し、新憲法
が公布。

●８月２９日、２０２０年１０月６日に中央選挙・国民投票管
理委員会が結果を無効化し、再投票が延期になっていた第７会
期共和国議会選挙の日程を１１月２８日で確定する大統領令に
ジャパロフ大統領が署名。

●１１月２８日、第７会期共和国議会再選挙の実施。

２０２１年



●議員定数及び議員資格
• 議員定数：９０名（それより以前は１２０名）
• 年齢制限：２５歳以上
• 学歴：高等教育を受けていなければならない
• 議会に占める女性の割合：比例代表で選出される議員のうち少なくとも３
０％

●選挙方式及び選挙運動
• 選挙方式：比例代表制（５４名選出）及び小選挙区制（３６名選出）の並立制
• 新規に設立された政党も立候補可能
• 議席獲得のための最低得票率（比例代表制のみ）：全体で５％、ビシュケク
市・オシュ市を含む各州で０．５％

• 投票区移動の原則禁止

(c)在キルギス日本国大使館 Copyright(c) 2025 Embassy of Japan in the Kyrgyz Republic. All rights reserved.

１－９ ２０２５年選挙法改正

●２０２１年７月、５月に公布された新憲法に沿った「『選挙』に関する憲法法律の改正に関する」憲法法律案が議会で可決され（議会定員１２０名
のうち賛成１０７／反対２）、８月２７日にジャパロフ大統領が署名。
●２０２５年６月、２０２１年８月に改正された選挙法に更に改正を加える新改正憲法法律案が議会で可決され、６月９日にジャパロフ大統領が署名。

●主な変更点
• 全国を３０の中選挙区に分け、各選挙区から３名の議員を選出する中選挙
区制を採用。議員定数は９０名を維持。

• 女性枠は３０議席（各選挙区で３名のうち１人は女性が選出される）

●選挙への立候補
• 政党からの立候補及び自薦による立候補が可能
• 政党は、各選挙区につき自党の議員候補を１名ずつ擁立する。議員候補
の擁立は、各候補者が立候補する選挙区を指定して行われる。

• 自薦の場合、キルギス国民が当該選挙区の候補者として立候補する意思
を中央選挙委員会に申請する。自薦の候補者は、１つの選挙区のみに立
候補できる。

●議員の選出方法
• 当選者は、該当選挙区の有権者から最も多くの票を得た上位３人。
• 女性枠での当選者は、該当選挙区に登録された女性候補者の中で、有権
者から最も多くの票を得た候補者である。

• 辞任した議員の補欠選挙は行われない。

２０２１年議会選挙時の選挙法

経緯

２０２５年に署名された改正選挙法
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